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私たちの町を守る消防団

ぞ農営甜と酋鋸g?g

心

町消防団員の職業構成

　　　　　汗成n年4月１日現在）

不動産業4人

　　　　農業8人

運輸･通信業5人

町
消
防
団
の
結
成
は

　
　
　
　
　
昭
和
2
3
年

　
壬
生
町
の
消
防
団
は
、
消
防
組
か
ら

昭
和
1
4
年
警
防
団
に
改
称
さ
れ
、
昭
和

2
3
年
消
防
組
織
法
が
施
行
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、
警
防
団
が
解
体
し
て
消
防
団

と
な
り
ま
し
た
。

　
昭
和
2
9
年
稲
葉
打
と
、
昭
和
3
0
年
に

は
南
犬
飼
打
と
合
併
し
た
こ
と
に
よ
り

消
防
団
も
統
合
さ
れ
、
2
1
分
団
、
団
員

総
款
5
8
0
人
の
組
織
と
な
り
ま
し
か
。

　
そ
の
後
、
社
会
経
済
の
発
展
向
上
に

伴
い
、
団
の
機
構
改
革
を
段
階
的
に
実

施
、
昭
和
4
5
年
６
月
１
日
に
は
５
町
に

よ
る
常
備
消
防
組
織
と
し
て
、
石
橋
地

心

卸

　
町
消
防
団
の

　
　
　
　
　
主
な
年
間
行
事

　
町
消
防
団
で
は
、
災
害
や
火
災
特
等

に
出
勤
す
る
ほ
か
、
次
の
よ
う
な
行
事

を
行
っ
て
い
ま
す
。

４
月
　
●
新
団
員
訓
練
（
日
曜
日
）

　
　
　
●
ポ
ン
プ
操
法
大
会
（
日
曜
且

　
　
　
●
ポ
ン
プ
操
法
大
会
に
伴
う

　
　
　
　
訓
練
（
午
後
７
特
５
９
特
）

　
　
　
　
６
日
間

２



区
消
防
組
合
が
設
立
さ
れ
る
と
と
も
に
、

現
体
制
の
消
防
団
と
な
り
ま
し
た
。

自
分
た
ち
の
住
む
町
は

自
‥
分
た
ち
の
手
で
守
る

　
白
分
か
ち
の
往
む
町
は
、
自
分
た
ち

の
于
で
守
る
こ
と
が
江
戸
の
町
火
消
し

以
来
の
伝
統
で
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
、

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
消
防
団
は
日
本
だ
け
で
な
く
、

世
界
各
国
に
も
組
織
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
仕
事
は
、
火
災
や
風
水
害
、
地
震
等

か
ら
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
守
る
こ

と
で
あ
り
、
ま
た
、
災
害
の
な
い
場
合

-

で
も
、
火
災
予
防
や
警
備
警
戒
活
動
、

機
械
器
具
の
点
検
等
の
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

　
消
防
団
だ
け
が
消
防
で
な
い
こ
と
は

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
と
お
り
で
す
が
、
消

防
に
は
、
こ
の
他
消
防
本
部
、
消
防
署

が
あ
り
ま
す
。
消
防
団
は
、
消
防
署
だ

け
で
は
対
応
の
行
き
届
か
な
い
火
災
や

災
害
及
び
人
命
救
助
救
出
に
出
動
す
る

と
と
も
に
、
火
災
予
防
の
啓
蒙
普
及
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

団
員
の
減
少
と

　
　
　
　
進
む
高
齢
化

壬
生
町
の
現
在
の
消
防
団
は
、
３
分

団
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

１
分
団
は
５
郎
に
分
か
れ
て
お
り
、
士

郎
あ
た
り
の
団
員
数
は
、
1
2
～
1
4
名
で

総
勢
2
0
3
名
で
壬
生
町
全
域
を
守
っ
て
い

ま
す
。
団
員
は
、
ふ
だ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ

自
分
の
仕
事
を
も
っ
て
い
る
地
域
住
民

の
方
々
で
す
。

　
こ
の
消
防
団
を
構
成
す
る
団
員
数
が
、

こ
こ
数
年
減
少
傾
向
に
あ
り
、
団
員
の

平
均
年
齢
（
3
4
・
３
歳
、
平
成
い
１
１
年
４

月
１
日
現
在
）
も
上
昇
、
高
齢
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
都
市
化
・
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

化
に
よ
る
連
帯
意
識
の
低
下
や
地
域
に

お
け
る
若
年
層
の
減
少
な
ど
が
主
な
原

町消防団管轄区域図

言⑤言万感言詣七･jjjjニゴ

⑤ﾔ⑤4j
,万

万万万万回j
,,,
llｻﾞ]ﾐ

部 団員定数 区　　域 ｌ

タ

Ｘ

ゝ
Ｊ

ヽ

Ｊ

｜

７

策１部

一一一策２部

14人

12人

北･1ヽ林、安塚一、安塚中火、安塚

　.、ト長田、緑剛一丁目ヽ禄町四

」目、おもちゃのまち、安塚三、

安塚市部、幸町一丁目ヽ令町四万

回

上田

ｙ

ン

ー

ｙ

一

－

部 団員定数 区　　域
第３部 12人

中泉

第４部 12人
助谷、池谷原

第１部 14入 ﾄ馬木、上町、ﾄﾞ町

第５部 14人

ヤnlr北、が'i‘町｢軋六光町南部、

六迦町中火、大笑町北部、ひばり

ケ17、莉陽.、いずみ、落俘、国谷

中火、1肘冷雨|、あけぽの、国谷

本III

第２部 12入 本郷、松原

弟３部 14人
四1部、中昿北原、台梢、ﾄ･坪

第４部 12入
刎I沼、刺京、桐和田

第５部 12人
ｉケ渕、原理、鹿J.ふ 謳r≒/･ぐ､爪こy,jj｀と,じ7づ則有i→心願パ

部 団員定数 区　　域　　|戸口諾

第１部 14人
順町､申皿、ﾄ郷｣､句|、届斌/j蔵万

]一八匪J､束ﾄ台、ﾄ台団地･城

濯

原

⊇

第２部 14人
城東町､今町､栄町､沖通町、ﾄﾚｻｼﾞﾀjﾃﾞﾌﾞﾌ

通町､城内､駅東､県営壬生住宅｀゛琴ﾌﾞづ

第３部 12人

大士第４部 14人

第５部 12人
‾゛好町、旭頁j、星の宮、中塚　牡感応ヅ

囲⑤斗言上サ宍竺回ド訃］

、一

因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
し
消
防
団
が

　
　
　
　
　
な
か
っ
た
ら
・
：

　
も
し
、
消
防
団
が
な
か
っ
た
ら
、
ど

う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
平
成
７
年
１
月
の
阪
神
・
淡
路
大
震

災
で
も
、
多
く
の
消
防
団
員
が
被
災
者

の
救
助
活
動
に
あ
た
り
ま
し
た
。
壬
生

町
で
も
平
成
２
年
９
月
の
竜
巻
災
害
や

昨
年
８
月
の
集
中
豪
雨
に
よ
る
水
官
等

で
活
躍
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に
は
大
か
せ
な

い
存
在
で
あ
る
消
防
団
で
す
が
、
壬
生

町
で
も
消
防
団
員
の
確
保
が
年
々
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
も
消
防
団
に

　
　
　
　
　
　
参
加
を

　
今
年
度
も
あ
と
３
か
月
余
り
と
な
り
、

団
員
の
任
期
切
れ
に
伴
う
交
替
時
期
が

や
っ
て
来
ま
す
。

　
地
域
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
の
消
防
団
、

地
域
防
災
に
対
す
る
地
域
の
皆
さ
ん
の

理
解
と
協
力
が
も
っ
と
も
大
切
で
す
。

　
今
年
度
も
ま
も
な
く
各
自
治
会
へ
団

員
確
保
の
お
願
い
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
を
守
る
消
防
団
活

動
へ
、
理
解
と
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
　
●
水
防
訓
練
（
２
年
に
１
言
　
一

　
　
　
●
夏
季
点
検
の
訓
練
（
午
後
ワ
Ａ

　
　
　
　
時
～
９
時
）
　
　
２
日
間
　
　
一

８
月
　
●
夏
季
占
検
及
び
レ
ク
リ
ェ
ー
ー

シ
ョ
ン
（
８
月
１
且

１
１
月
末
●
内
点
検
（
日
曜
号

　
　
　
●
点
検
の
訓
練
（
午
後
７
時
～

　
　
　
　
９
時
）
　
　
２
日
間

　
　
　
●
通
常
点
検
（
‥
１
１
月
2
3
号

１
月
末
●
野
火
焼
き
石
崖
旦

３
月
　
●
消
防
演
習
（
２
年
に
１
回
）

　
こ
の
他
、
各
部
月
２
～
３
回
程
度
、

消
防
車
、
ポ
ン
プ
等
の
点
検
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

３
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